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調査の概要 

１ 調査の目的 

第８次熊本県保健医療計画（計画期間：令和 6～11年度）の策定や今後の保健医療行政の推進

に活用することを目的に、県民の保健医療に関する考え・意見を調査する。 

 

２ 調査の方法 

（１）調査対象者 県内在住の 18歳以上の者 3,100人 

（２）抽出方法  住民基本台帳に基づき、市町村別に無作為抽出 

※各市町村の対象者数は人口比を踏まえ設定。 

（３）調査方法  調査票を郵送し、回答は郵送又はインターネットとした。 

（４）調査期間  令和 4年（2022年）9月 29日から同年 10月 14日まで 

※但し、10月 31日までに県に到達した回答を集計対象とした。 

 

３ 調査項目 

  分類 設問 

あなたのこと（居住地域・年齢）について 問 1、2 

かかりつけ医療機関・かかりつけ医について 問 3-1、3-2、3-3、3-4 

かかりつけ歯科医療機関・かかりつけ歯科医について 問 4-1、4-2 

かかりつけ薬局・かかりつけ薬剤師について 問 5 

お薬手帳について 問 6-1、6-2 

くまもとメディカルネットワークについて 問 7-1、7-2、7-3 

がんに関することについて 問 8 

脳卒中に関することについて 問 9 

心筋梗塞等の心血管疾患に関することについて 問 10 

精神保健福祉及び精神医療に関することについて 問 11 

認知症に関することについて 問 12、13 

救急医療に関することについて 問 14-1、14-2、15、 

16-1、16-2 

小児（救急）医療に関することについて 問 17-1、17-2、18、 

19-1、19-2 

新興感染症等の医療に関することについて 問 20 

在宅医療について 問 21、22 

長期の療養場所について 問 23-1、23-2 

人生の最終段階について 問 24-1、24-2、24-3、25、 

26-1、26-2 

臓器提供について 問 27 

県の保健医療に関する施策について  自由記述 
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４ 回収結果 

 

 

 

 

５ 調査結果の見方 

 （１）回答者の居住地域について 

・回答者の居住地域については、第７次熊本県保健医療計画における二次保健医療圏を単位に

まとめています。 

二次保健医療圏名 構成市町村 

熊本・上益城 
【熊本】熊本市 

【上益城】御船町、嘉島町、益城町、甲佐町、山都町 

宇城 宇土市、宇城市、美里町 

有明 荒尾市、玉名市、玉東町、和水町、南関町、長洲町 

鹿本 山鹿市 

菊池 菊池市、合志市、大津町、菊陽町 

阿蘇 
阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、南阿蘇村、

西原村 

八代 八代市、氷川町 

芦北 水俣市、芦北町、津奈木町 

球磨 
人吉市、錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、水上村、

相良村、五木村、山江村、球磨村 

天草 天草市、上天草市、苓北町 

 

（２）グラフについて 

・単数回答の設問については、二次保健医療圏（圏域）別、年代別の回答の構成比率をグラフ

で示しています（県全体の構成比率は各グラフ中に表示）。 

 ※「熊本・上益城圏域」は、参考として、「熊本市」（熊本市保健所管轄）と「上益城」（御船

保健所管轄）に分けたグラフも掲載しています。 

 ・複数回答の設問については、県全体の回答の構成比率をグラフで示しています。（回答割合が

高い順に記載しています。） 

 

 （３）回答の構成比率について 

  ・図表中の構成比率は、小数点第二位以下を四捨五入して示しています。 

・単数回答の設問については、各項目の合計が 100.0％とならない場合があるため、最多の項

目において端数処理しています。 

  ・複数回答の設問については、合計が 100.0％を超えています。 

 

 

 

標本数 3,100  

回収数 1,630  ※郵送回答 1,460、インターネット回答 170 

回収率 52.6％  
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 「がん」に関することについておたずねします。 

 

【問８】あなたは、がん対策についてどのような取組みに力を入れてほしいと思います

か。当てはまるものを 3つまで選んでください。 

 

全体では、「がんの早期発見（がん検診）」（45.6％）が最も高く、以下、「医療提供体制の強化

（拠点病院の充実や医療機関間の連携など）」（42.8％）、「がんによって就労が困難になった際の

相談・支援体制の整備」（30.5％）が続いている。 

 

 

 

 

 

45.6%

42.8%

30.5%

26.7%

26.7%

26.2%

25.2%

18.1%

4.7%

1.5%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

がんの早期発見（がん検診）

医療提供体制の強化

（拠点病院の充実や医療機関間の連携など）

がんによって就労が困難になった

際の相談・支援体制の整備

がんに関する正しい知識や

相談機関などの情報提供

がんに関する相談やその支援

専門的医療従事者の育成

緩和ケア

がんの予防

（たばこ対策などの生活習慣病対策も含む）

子どもに対するがんに関する教育

その他

無回答

○参考（用語説明） 

「緩和ケア」とは、がんと診断されたときから行う身体的・精神的な苦痛を和らげるケアを
通じて、患者とその家族の生活の質の向上を目標とするものです。 
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【問２５】あなたは、将来治る見込みのない病気になり、判断能力や意識がなくなった場

合に、自身の延命治療を希望しますか。 

 

全体では「希望しない」（64.8％）が最も高く、以下、「わからない」（27.9％）、「希望する」

（4.0％）が続いている。 

 

〇圏域別 

いずれの圏域においても「希望しない」の割合が高い。 

 

 

 

 

4.0
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2.4

5.8
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4.4

6.5

4.6

4.9

3.1

64.8

69.2

69.0

72.0

56.0

60.8

60.2

68.6

61.4

64.5

60.5

63.6

70.3

27.9

25.0

24.9

26.0

33.9

35.2

31.1

24.8

28.9

28.2

29.4

26.6

23.5

3.3

2.0

2.0

2.0

6.4

1.6

2.9

4.1

5.3

0.8

5.5

4.9

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

熊本・上益城圏域

熊本市

上益城

宇城圏域

有明圏域

鹿本圏域

菊池圏域

阿蘇圏域

八代圏域

芦北圏域

球磨圏域

天草圏域

希望する 希望しない わからない 無回答

○参考（用語説明） 

 「延命治療」とは、病状や衰弱が進み回復の見込みがなく、やがて死を迎える段階で、いろ
いろな技術により生命の維持を図ることです。 
例：口から食べることができなくなったら、栄養チューブ（胃管）を鼻に挿入する。 

呼吸がとまったら、人工呼吸器の装置等を装着する。 
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【問２５】 

 

〇年代別 

いずれの年代においても「希望しない」の割合が高い。 
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3.6

4.0

4.9

64.8

54.6

60.9

62.2

70.9

72.9

61.8

27.9

41.9

35.5

34.9

25.1

21.5

26.3

3.3

0.5

0.4

1.6

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

希望する 希望しない わからない 無回答
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【問２６－１】あなたは、判断能力や意識がなくなった場合に備えて、人生の最終段階の                    

医療（延命治療を含む）に関して、家族等への相談や意思表示の手段

（記録や書類）の準備をしていますか。 

 

全体では、「必要だと思うが、まだ相談・準備していない」（62.1％）が最も高く、以下、「考えた

ことがない」（22.0％）、「相談・準備している」（10.6％）が続いている。 

 

〇圏域別 

いずれの圏域においても「必要だと思うが、まだ相談・準備していない」の割合が高い。 
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26.6
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25.0
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0.9

1.6

1.4

4.0

0.8

0.8

0.8

0.9

4.4

3.6

3.7

2.0

10.1

3.2

3.9

5.0

5.3

2.4

5.5

4.2

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

熊本・上益城圏域

熊本市

上益城

宇城圏域

有明圏域

鹿本圏域

菊池圏域

阿蘇圏域

八代圏域

芦北圏域

球磨圏域

天草圏域

相談・準備している 必要だと思うが、まだ相談・準備していない

考えたことがない 意思表示するつもりはない

無回答

○参考（用語説明） 

 もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて前もって考え、家族等や医療・ケ
アチームと繰り返し話し合い、共有する取組みを「アドバンス・ケア・プランニング（ＡＣ
Ｐ）」といい、より馴染みやすい言葉となるよう「人生会議」という愛称で呼ばれています。 
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【問２６－１】 

 

〇年代別 

「29歳以下」では「考えたことがない」の割合が高いが、それ以外の年代では「必要だと思う

が、まだ相談・準備していない」の割合が高い。 
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2.3

5.8

9.9

6.9

9.7

14.9
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43.0

57.3
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70.9
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60.9

22.0

53.5

36.2

33.0
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0.5
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0.6

1.0

4.4

0.7
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1.2

3.7

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

相談・準備している 必要だと思うが、まだ相談・準備していない

考えたことがない 意思表示するつもりはない

無回答
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【問２６－２】「問 26-1」で「1．相談・準備している」、又は「2．必要だと思うが、ま

だ相談・準備していない」を選んだ方におたずねします。その相談・準備

の手段について、当てはまるものをすべて選んでください。 

 

全体では、「生前指示書（家族への手紙など）」（49.2％）が最も高く、以下、「エンディングノー

ト」（43.4％）が続いている。 

 

 

 

 

 

 

【参考：前回調査との比較】 

設問・回答内容 
今回調査 

（R4.10） 

前回調査 

（H29.3） 

相談・準備の手段について 

 「生前指示書」 49.2% 46.0% 

 「エンディングノート」 43.4% 34.8% 

 

 

 

  

49.2%

43.4%

16.4%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生前指示書（家族への手紙など）

エンディングノート

その他

無回答

○参考（用語説明） 

 「エンディングノート」とは、自分に関する情報、お葬式やお墓、財産など死後に必要な情
報や終末期や死亡後の希望等を書き、遺された家族への引継を行えるようにする書面のこと
です。 
「生前指示書」とは、自分が意思決定できなくなった時等に備えて、終末期をどう過ごした
いのか､どういう医療を受けたいのか､受けたくない医療は何か､最期は延命治療を希望する
のか等明確に記載する書面のことです。 

 


